






















































































































































































































































































































































　（ 5 ）「リトリートハウス」Retreat House
　次に共生庵のもう一つのキーワード「リトリートハウス」について記述する。
　retreat とは退く・後退する・逃げるという動詞。名詞では退却（の合図）・
後退，更に避難所・隠れ家など，またカトリックの黙想（期間）という意味
がある。
　リトリートは日常からしばらく自然の中等などに退き，静かに黙想・癒し
を求めながら自らを立て直すことを示している。そういう意味で共生庵は自
分らしさや人間性を取り戻す時空間を提供していると言える。気分を変えリ
ラックスするのに日常生活から抜け出し，自然の中に身を置いて見ることが，
心と体のアンバランスや歪んだライフスタイルなどを修正することに有効で
ある。
　ある時「牧師のための臨床牧会教育（CPE）研修会」を共生庵で開催した。
初めての試みでどうなることかと案じていたが， 7名の牧師と 3名の講師・
ファシリテーターを迎え豊かな学びや気づきと共に，深い癒しを与えられる
という大変内容の濃い 3日間を過ごすこととなった。
　これには私には特別の意味があった。1998年既成の教会の枠を抜け出して，
試行錯誤を重ねながら「共生庵」なるものを連れ合いと共同主宰してきた。
最初からテーマを絞りこんで「これで行くんだ！」というスタンスをとらな
かった。あえて言うなら「農・自然・ひと」というキーワードがあったくらい。
それもずいぶん緩やかなもの。気負わず，肩をいからせず，出来るだけ自然
体でやっていこう。その中でやるべき事や進むべき道筋はきっと備えられて
くるだろうという思いでやってきた。
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　とは言うものの，ひそかな思い入れがひとつあった。自分が牧師であると
いうことから，牧師仲間とその家族の憩いや癒しの場に用いられたいという
願いだ。牧師職は大変光栄あるやり甲斐に満ちた素晴らしい仕事。他方，悩
みや闘いの多い孤独な仕事であるのも事実。特に自分の思いを心開いて聴い
てもらえ，語り合える牧師仲間とその場があればどんなにいいだろうと思う。
　この研修会開催でその願いがズバリ叶えられたのだ。それは大きな喜びで
あった。「共生庵」の働きや目的を一言でどう表現するか。いろいろ模索して
「これかな？」とぼんやり見えていたことが，このあたりから明確にされた形
になった次第である。
　即ちそれが「リトリート」というキーワードで示されたのだ。retreat とは
静養先・避難所・隠れ家・黙想（期間）という意味もある。昨今レジャー施
設等で使われる例をみることがあるが，本来は日常からしばらく退き，静養・
黙想・癒しを求めながら自らを立て直す意味を持つ。我が家は文字通り質素
な「庵」故に，センターというより「ハウス」の方がふさわしい。
　マスコミなどから共生庵を一言で表現すれば何と書けばいいですか，と問
われる。いろいろ説明している内に「農自然体験塾」等と書かれてしまうこ
とがしばしば。「いやぁ，それはちょっと違うんだけれどね」と違和感を持っ
ていたのだが，他に適切な言葉が出てこない。そんな中でだんだんおぼろげ
ながらも見えてきたことが，この研修会で「ああ，これだ。これだったんだぁ」
と明示された次第である。
　時折，電話等で問い合わせがあり，いわゆる民宿か風変わりなレストラン
とでも勘違いしておられるケースに出会う。「一度お出かけ下さって観ていた
だきお話ししましょう」とお答えする。あちこちの村おこしの体験塾でもレ
ジャー施設でもないのだ。我らが「共生庵」をこれからは「リトリート・ハウス」
と呼ぼうと思った次第である。
　（ 6 ）｢地球市民共育塾」
　共生庵活動はすでに述べてきたようにキーワードの―農・自然・ひと―を
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めぐる様々な実体験をすることと，そ
こから気づき・学んだ事を参加者相互
で語り合い分かち合う。そして体験
を肉付けしていく開発教育のワーク
ショップの 2本立てである。その 2本
柱をめぐって様々なメニューを準備し
ているが，それらすべてのプログラム
を総称して「地球市民共育塾」と名付
けている。
　この意味は開発教育を学び体験することを重視した名称である。広島市内
から I ターンで移住する以前から取り組んできた開発教育研究会のグループ
名でもあった。共生庵での多種多様な取り組みをいろんな人たちと開発教育
のワークショップを切り口に深め会いたい，という願いが込められている。
　他方この呼称は農村の地域社会にあって有効に働いている。
　というのもキリスト教や牧師を匿名化することなく，ごく自然に公表して
活動を始めるとき，まず安芸門徒の多いこの浄土真宗の地区で「この人は何
者で，一体何を始めるのだろう？」といぶかしく警戒されることが当然あっ
たわけだ。
　このことは具体的な土地建物を入手しようとする時，問われる事柄だ。こ
こ共生庵でも自ずと問題になっていたことが，少し後になって判明した。現
在地を紹介してくれた友人の告白による。実際，気に入った物件があっても，
双方の思惑・様々な条件・タイミング等が合わないとなかなか成立が困難な
ケースが多い。私たちが本腰を入れて物件を探し回っていた頃は，ある新興
宗教がコミュニティを形成して地域住民とのトラブルで立ち退きを迫られて
大きく報道されたころの記憶がまだ新しい時であった。その件とオーバーラッ
プさせていろいろ想像し心配されていた事は否定できなかったという告白で
ある。
　共生庵の活動が始まり出すと，何かと説明が必要になる。地図・「共生庵便
囲炉裏で夕食（米国教会から）
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り」・新聞報道・名刺などに短い言葉で表現することが求められる。その時に
この「地球市民共育塾」はどうしても落とせなかった。
　ごく初期の頃地区の常会（毎月）で話題になっていた。｢地球市民共育塾っ
て何するんかいのぉ。」「塾と書いてあるから何か教えてくれる学習塾みたい
なもんじゃろ。それならよかろうじゃない」とこんな会話がわたしの耳に聞
こえてきた。この ｢塾｣ というのは，一般に受け入れら得やすい概念なのだ。
それ以来わたしは納得し，説明は不要だと不必要な誤解や齟齬を避けるため
にも，そのままにしている。
　田舎住まいは多くの発見がある広く素晴らしい世界である。しかし遠隔地
である以上，都会にあるような様々な情報交換・集会・文化的催し・他者と
の出会い等々は当然限定されてくる。従って常に意識して広い視点をもって
取り組むグローバルな感性が必要である。それを意識化するためにも「地球
市民」というカテゴリーを掲げている。
　ローカルに根ざし，足元の課題を大切にしながら，同時に広く世界との関
係を持続させたいと願っている。従って特に海外からの来客は最優先して受
け入れることにしている。共生庵の会員・昔からの友人・関西や東京のチャ
ンネルから外国人受け入れ要請などが舞い込む。JICA（国際協力機構）・各
NGO団体・YMCA・YWCA・キリスト教会関係団体・個人などが来訪し，研修・
地域交流をしていく。
　そこには一方通行の ｢教育｣ ではなく，相互に学び変革されていくという
「共育」がワークショップを通して試みられていく。単なる場所貸しだけで利
用するだけのグループは，疲れるばかりで，面白くないのでお断りしている。
必ずこちらとの共生・共育というプログラムを組むようにして，共に学び合
うことを心がけている。
　おわりに
　「ここに温泉があったら，もういうこと無いんだけどなぁ」と贅沢な事を口
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にする事があるが，それほどに素晴らしい場所が与えられたという事である。
大きからず小さからず，我々の身の丈に合った理想的な場所。長い間探し求
めていた理想郷。それを「共生庵」とし，施設も中身も少しずつ更新させて
バージョンアップしてきた。大体の思うことは叶えられてきたというのが現
在の心境である。何かに付け「もう10年早く始めていたらなぁ，若ければなぁ」
と思わされることはしばしばあるのだが，それとても今更どうしようもない。
　今振り返って思うことは現代キリスト教（教会）へのささやかな新たな試み・
提案の一つにでもなれば幸甚だという願いである。
　人が自然に触れる・その中に身を置いてリトリートする・神と対座して黙
想する・具体的に身体を動かして土に触れ，山に出向き，安全な食を作って
食する・という身体で感じ取る感性を研ぎ澄ますことが求められているので
はないか。…そんなことがもっとあちこちで自由に多様な形で展開されるこ
とが，現代社会求められていることではないか。人は心も体もバランスの取
れたホリスティック（holistic）な存在である。そのためにキリスト教（教会）
が率先して既成枠から解放されて農と自然に触れ，新たに他者と出会い，神
と黙想し，自らがあらたに造り変えられることができる道を模索して踏み出
していける動きが期待される。
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